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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】低圧の容器に大量の水素を保有する化合物を搭載し、これを車輌上で低温で加熱
分解して、大量の水素を経済的に得るようにした車載式の小型水素発生装置の提供。
【解決手段】１２気圧でアセトンなどの溶媒に、その３００倍のアセチレンを溶解し、１
５０ｌのアルミ製の軽量ボンベに３０ｍ３を充填できるアセチレンを車載し、これを最高
５００℃で加熱分解し、大量の水素を低温で製造できることを特徴とする車載式超小型水
素製造装置。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　この発明は、アセチレンを出発原料とし、これを超小型の車載式加熱分解用反応器で、
５００℃を超えない温度で水素と炭素に分解し、水素を製造することを特徴とする車載用
超小型水素発生器とした。
【請求項２】
車載用水素発生装置では、出発原料化合物は、低圧で大容量の化合物の収納することが必
要である。この発明は、アセチレンが１２気圧で補助溶媒、Ｎ－メチルピロリドン、ジメ
チルホルムアミド、ケロセン、メタノール、またはアセトンに易溶で、アセチレンを３０
０容倍、低圧の軽量アルミボンベに貯蔵、移動できることを特徴とし、請求項１に記載さ
れる方法が実施できる。
【請求項３】
該発生装置の反応器を数個直列に接続して、前の反応器で発生した生成ガスの発熱で、あ
との反応器の追加化合物を予熱し、吸熱反応等で減衰した熱量分を補うだけの加熱によっ
て反応器の熱量を節約したかたちで加熱分解を行うと大量の請求項１に記載される方法が
実施できる。
【請求項４】
該反応器が噴射型反応器、再成反応器、熱交換器つき反応器または流通反応器、特に管型
反応器である請求項１からのいずれかの１項に記載された方法。
【請求項５】
該反応器の加熱は炭化水素のバーナーや、電熱線の発熱、アーク放電、並びに酸素原子を
１個以上含む化合物との自己加熱法また、製造した水素の一部を利用した酸水素炎法を請
求項第１項に記載された方法を含む。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明はアセチレンを加熱分解して水素を製造する装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
炭化水素を改質する水蒸気法、部分酸化法、自己熱法などは、いずれもＣＯ２を排出し、
高耐熱炉を必要とし、発生Ｈ２のなかにＣＯを含み、これが燃料電池での利用を妨げてい
る。また生成した水素を車載する場合に、２００～３００気圧に耐えるボンベが必要なた
め、重量が大きく、その割に積載できる水素の量が少なく実用化していない。
【発明の開示】
特許３８４４２３２号「水素製造方法及び水素製造装置」
特許４２１２３１２号「水素製造装置」
特許２８３８１９２号「炭化水素分解用触媒及び水素製造装置」
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　軽量のアルミボンベで大量の炭化水素が搭載でき、車載できる小型の分解反応装置でオ
ンサイドに水素を発生させ、これを燃料電池の燃料として利用し、長時間の航続走行を可
能にする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
水素の原料化合物として、アセトンに３００倍量溶けるアセチレンを使用し、容器として
ＦＲＰ強化のアルミボンベを使用して軽量化、大容量搭載をはかった。
またアセチレンは低温で無触媒で熱分解できるので、最高５００℃の小型の熱分解反応装
置を使用して、車両に搭載できるようにした。
【発明の効果】
【０００５】
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この発明は、アセチレンという三重結合を有する特異な炭化水素化合物の性格から、低温
での加熱分解ができ、そのうえ、アセトンなどの一般的な溶媒に、１２気圧で３００倍容
という大量のアセチレンを溶解貯蔵することから、小型乗用車の一般的なＬＰＧタンクに
約３０ｍ３程度の貯蔵ができる。小型熱分解反応器で同程度の水素が得られることからこ
れを燃料とする自動車は長時間の走行ができる。
【発明を実施するための最良の状態】
【０００６】
この発明は、大量のアセチレンを少量の溶媒を使って、低耐圧軽量の容器に貯えることを
可能にし、このアセチレンを最高５００℃の温度で車載規模の小型の熱分解反応器で、熱
分解することを可能にし、更にアセチレンカーボンという高価な炭素を補集することは、
技術的経済的に水素の利用を促進するものである。
【０００７】
水素を含む化合物のうち炭化水素は分子量の多いもの程、耐圧容器を必要としないが、い
ずれも加熱分解には高熱が必要で、車輌上で水素を生産することは困難である。
　しかし、炭素原子間の結合で２重結合又は３重結合のある分子は極端に分解温度が低い
という特徴がある。Ｃ２化合物であるエタン、エテン、エチン（アセチレンのこと）のう
ちとりわけアセチレンは最高温度５００℃までで水素と炭素に分解される。
【０００８】
アセチレンは溶媒たとえば、Ｎ－メチルピロリドン、ジメチルホルムアミド、ケロセン、
またはアセトンなどに１２気圧で、約３００倍容の大量の溶解ができることから、１２気
圧用のＦＲＰライニングのアルミボンベで、自動車用なら３０ｍ３のアセチレンガスが収
納できるという特徴がある。
【０００９】
この発明は、低耐圧のアルミ製軽量タンクに搭載された大量のアセチレンを車載の加熱分
解反応器で加熱分解し、必要な量だけ純度の高い水素を自動車に供給するものである。
【００１０】
この発明の一例を図１に示す。円筒形の断熱材で覆われたアセチレンの加熱分解反応器１
とその下部に発生ガスを冷却する水冷部２、発生ガスからカーボンを分離するカーボンフ
ィルター部３の３部分から成っている。
【００１１】
図２は加熱分解反応器１の１例で、反応器の中心部に管状の加熱筒８があり、加熱筒はバ
ーナー４より送られる火焔６で加熱される。加熱筒８はアセチレン導入口５より矢印７の
ように導入されたアセチレンを最高温度５００℃に加熱し、アセチレンは、水素と炭素に
分解される。
【００１２】
上述のように分解されたガスは矢印１１のように、冷却室２に入り、常温にまで冷却され
る。
【００１３】
冷却された分解ガスは、フィルター室３に入り、耐熱フィルター１２で炭素を補集し、水
素はポンプ１４によりボンベ１５へ送る。加熱ガスのＣＯ２の発生を妨げるには、生成水
素の一部をバーナーに送ることで実現できる。
【本発明を下記の実施例により詳細に説明する】
【００１４】
ＦＲＰライニングした低耐圧のアルミ１５０リットルボンベにアセトンと共に１２気圧で
アセチレン３０ｍ３を充填し、車輌に積載した。同様に、この発明になる軽便水素製造装
置も搭載し、前記アセチレンを約２５℃、常圧で接続し同装置の熱分解反応器（流通管型
反応器）の炉中に導入した。工程温度の最大値は５００℃に制御される中をアセチレンは
０、１秒以内の速度で通過させると、アセチレンは水素と炭素に分解された。この生成ガ
スを冷却し、炭素をフィルターを使って補集したところ、３３ｋｇの炭素と２７，４ｍ３

の水素を得た。水素は小型ポンプを使って圧縮し、貯留ボンベに収容した。
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　水素の純度は９４％で他は未反応のアセチレンで、ＣＯ、ＣＯ２は含まれていない。未
反応のアセチレンはアセトン液で洗浄すると、水素の純度はほぼ１００％になることが確
認された。
【００１５】
上述の実施例は、本発明のアセチレンの使用による炭化水素の車輌上での熱分解による水
素の製造に適しており、特に原料炭化水素のアセチレンを低圧で大量に搭載可能である点
と、低温で加熱分解できることは、炉の機械的強度を維持する点でも役立っている。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】円筒形の加熱分解反応器と冷却器、炭素補集フィルターなどの断面図の接続全体
部
【図２】加熱分解反応器の断面図
【符号の説明】
【００１７】
符号９：排気ガス、符号１０：加熱器の排気口、符号１７：分解ガスの流れ
符号１８：分解ガスの流れ、符号１９：水素ガスの流れ、符号２０：水素の流れ

【図１】

【図２】
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